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東
京
・
渋
谷
の
街
は
、
す
り
鉢
状
の
地
形
の
谷
底
に

渋
谷
駅
が
位
置
し
、
様
々
な
登
り
坂
が
ク
ロ
ス
す
る
坂

の
街
で
も
あ
る
。
駅
周
辺
の
街
区
で
大
規
模
な
再
開
発

が
続
く
な
か
、
代
々
木
公
園
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

方
面
に
向
か
っ
て
北
上
す
る
公
園
通
り
を
登
り
切
る
と
、

交
差
点
の
角
地
で
は
渋
谷
区
役
所
庁
舎
と
渋
谷
公
会
堂

の
建
替
え
工
事
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
今
年
の

秋
か
ら
二
〇
二
〇
年
秋
に
か
け
て
順
次
竣
工
予
定
の
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
旧
庁
舎
と
旧
公
会
堂
は

一
九
六
四
年
に
建
設
さ
れ
、
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
て

い
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
旧
庁
舎
は
大
地
震
に
対
し
て
倒
壊
の
危
険
性
が
高

い
こ
と
が
わ
か
り
、
二
〇
一
三
年
に
建
替
え
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
特
徴
は
、
民
間

事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
公
共
施
設
と
し
て
は
他

の
自
治
体
に
類
を
見
な
い
事
業
手
法
を
用
い
て
い
る
こ

と
だ
。
渋
谷
区
は
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
敷
地
の
一

部
に
約
七
〇
年
の
定
期
借
地
権
を
設
定
し
、
そ
の
対
価

定
期
借
地
権
を
活
用
し
た

画
期
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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全
体
の
最
適
化
を
図
り

三
つ
の
施
設
を
建
ち
上
げ
る

渋
谷
区
役
所
建
替
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
築
工
事

五
〇
年
間
に
わ
た
り
、渋
谷
区
民
の
暮
ら
し
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
区
役
所
庁
舎
と
、

広
く
親
し
ま
れ
た
渋
谷
公
会
堂
の
建
替
え
工
事
が
進
行
し
て
い
る
。

敷
地
の
一
部
を
定
期
借
地
と
し
て
区
の
建
設
費
負
担
を
原
則
ゼ
ロ
に
抑
え
る
事
業
手
法
を
採
用
。

そ
こ
に
民
間
の
超
高
層
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
。
現
場
で
は
、東
急
建
設
㈱
・
花
岡
宏
統
括
所
長
が

用
途
、構
造
、工
期
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
三
棟
の
施
工
を
ま
と
め
上
げ
て
い
た
。

公園通りから工事中の新庁舎（中央）と新公会堂（左）を見る。

配置計画。敷地の北側はNHKと代々木公園、国立代々木競技場。
新公会堂のエントランスは東側の公園通りに面する。新庁舎と新
公会堂は地下でつながっている。旧公会堂の位置に分譲マンショ
ンが建設される。（「しぶや区ニュース」より）

庁舎棟

住宅棟

公会堂棟

庁舎棟

住宅棟

公会堂棟
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と
し
て
民
間
事
業
者
が
新
庁
舎
と
新
公
会
堂
を
建
設
す

る
と
い
う
事
業
手
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
区
は
建
設

費
の
負
担
を
原
則
ゼ
ロ
に
抑
え
て
、
施
設
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は
三
井
不
動
産
㈱

（
代
表
企
業
）、
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
㈱
、
㈱

日
本
設
計
の
三
社
で
、
全
体
の
敷
地
一
二
、四
一
八
平

方
㍍
の
う
ち
、
定
期
借
地
敷
地
四
、五
六
五
平
方
㍍
に

は
地
下
四
階
、
地
上
三
九
階
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
住

宅
棟
）
を
建
設
す
る
。
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

㈱
が
新
庁
舎
、
新
公
会
堂
、
住
宅
棟
の
三
棟
の
工
事
発

注
者
で
あ
り
、
施
工
は
、
渋
谷
を
本
拠
地
と
す
る
東
急

建
設
㈱
で
あ
る
。「
事
業
手
法
と
し
て
も
、
建
築
物
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
住
宅
棟

は
高
さ
一
四
三
㍍
の
超
高
層
で
、
完
成
す
れ
ば
代
々
木

公
園
や
明
治
神
宮
の
森
の
向
こ
う
に
新
宿
の
街
並
み
を

望
む
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
現
場
を
ま

と
め
る
花
岡
宏
統
括
所
長
が
語
る
。
今
年
一
月
の
段
階

で
は
新
庁
舎
の
躯
体
が
建
ち
上
が
り
、
外
壁
パ
ネ
ル
、

サ
ッ
シ
枠
の
取
り
付
け
な
ど
内
外
装
の
施
工
が
始
ま
っ

た
。
一
五
階
建
て
の
上
部
フ
ロ
ア
に
設
け
ら
れ
る
区
議

会
議
場
や
区
民
ホ
ー
ル
は
開
放
的
な
空
間
と
な
る
。
新

公
会
堂
は
鉄
骨
建
方
が
進
行
中
で
、
二
棟
の
躯
体
が
周

辺
道
路
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
住

宅
棟
は
地
下
の
掘
削
を
昨
年
末
に
終
え
、
躯
体
工
事
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
、
地
上
部
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は

今
年
の
秋
口
と
の
こ
と
。
段
階
的
に
進
む
三
棟
の
新
築

工
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
。

　

一
〇
カ
月
の
解
体
工
事
を
経
て
、
新
庁
舎
、
新
公
会

堂
の
新
築
工
事
は
二
〇
一
六
年
九
月
、
同
時
に
着
手
さ

れ
た
。
そ
こ
に
は
意
外
な
理
由
が
あ
っ
た
。「
二
棟
は
地

上
で
は
別
々
の
建
物
で
、
構
造
も
規
模
も
違
い
ま
す
が
、

じ
つ
は
地
下
階
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
法
的
に
は
一
つ

の
建
物
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
花
岡
統
括

所
長
。
旧
庁
舎
は
弧
を
描
く
平
面
形
状
で
敷
地
の
南
側

に
寄
せ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、

そ
の
位
置
に
二
棟
が
並
ぶ
配
置
に
な
っ
て
お
り
、
連
続

す
る
地
下
に
設
置
す
る
電
気
室
や
消
火
ポ
ン
プ
室
と
い

っ
た
設
備
も
共
有
さ
れ
る
。
新
公
会
堂
で
音
楽
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
際
の
機
材
の
搬
入
動
線
も
、
新
庁

舎
の
地
下
を
通
っ
て
、
新
公
会
堂
へ
入
る
。

　

建
替
え
の
主
眼
で
あ
る
地
震
対
策
と
し
て
は
、
新
庁

舎
の
構
造
に
中
間
階
免
震
を
採
用
。
災
害
時
に
も
行
政

機
能
を
継
続
す
る
防
災
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
対
策
が

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、
免
震
層
は
施
工

過
程
で
も
活
用
さ
れ
た
。「
新
庁
舎
の
二
階
天
井
と
三

階
床
の
間
に
免
震
層
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は

こ
れ
を
利
用
し
て
、
二
段
打
ち
と
い
う
工
法
を
採
用
し
、

工
期
短
縮
を
図
り
ま
し
た
」。
免
震
層
の
上
部
は
鉄
骨

（
Ｓ
）
造
、
下
部
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｓ
Ｒ

Ｃ
）
造
で
あ
る
。
地
下
二
階
床
構
築
後
に
免
震
階
ま
で

鉄
骨
を
組
み
上
げ
、
そ
こ
に
型
枠
を
設
け
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
床
を
打
設
し
、
先
に
免
震
床
を
構
築
。
そ
の
上
部

に
鉄
骨
造
の
躯
体
を
組
み
上
げ
な
が
ら
、
同
時
に
免
震

15階建ての新庁舎の北面。躯体工事が終了し、内外装に着手。中間階免震を採用し、2階と3階の間に免震層を設けている。手前に構築されている
構台は3棟で共有。構台の地下では分譲マンション（住宅棟）の掘削が終了。

新庁舎の施工では、免震層の上部鉄骨の組み上げと、
下部のSRC造躯体工事を同時進行で行い、工期短縮
を図った。（提供：東急建設 ㈱）

工事概要

発注者：三井不動産レジデンシャル株式会社
設計・監理者：株式会社日本設計
事業者：三井不動産株式会社
　　　　三井不動産レジデンシャル株式会社
　　　　株式会社日本設計
施工者：東急建設株式会社
工　期：［庁舎］	 2016年9月1日〜
		  2018年10月15日
	 ［公会堂］	2016年9月1日〜
		  2019年5月31日
	 ［住宅］	 2017年4月3日〜
		  2020年9月30日

工事内容：
［庁舎］	 延床面積：約32,198,28㎡
	 構造・規模：S・SRC造　地下2階 地上15階
	 用途：庁舎
	 作業所長：大島 竜

［公会堂］	延床面積：約9,723.67㎡
	 構造・規模：S・SRC・RC造　地下2階 地上6階
	 用途：公会堂
	 作業所長：藤井政暁

［住宅］	 延床面積：約61,271,94㎡
	 構造・規模：RC造　地下4階 地上39階
	 用途：共同住宅（分譲）
	 作業所長：松井英二郎

二段打ち工法

庁
舎
の
躯
体
工
事
は
二
段
打
ち
で
工
期
短
縮

B2階立上り　躯体工事

免震層下部　躯体構築

免震層上部　躯体構築

第3節　鉄骨建方
（免震装置上部鉄骨）
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分譲マンション（住宅棟）の地下掘削。四方の山留にアースアンカー工法を採用。隣地建物の地下杭に干渉しないよう、
位置などが計算されている。掘削は最終段階。年初から直接基礎を設け、地下躯体に着手する。

鉄骨の建方が進む新公会堂。写真手前がステージ側、奥が客席側。鉄骨が斜めに掛け
られている箇所は2階席、3階席の両側。

構台は3棟の施工に共有され、
新庁舎の仮設ヤードとして、鉄
骨の組立てなどにも使われた。

て
ホ
ー
ル
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
利

用
さ
れ
、
と
り
わ
け
多
く
の
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
「
渋
公
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ

新
公
会
堂
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
用
途
と
と
も

に
災
害
対
策
の
場
と
し
て
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
帰
宅

困
難
者
を
受
け
入
れ
、
地
下
二
階
に
は
防
災
備
蓄
倉
庫

を
設
け
、
三
、〇
〇
〇
人
三
日
分
の
食
料
な
ど
を
保
管

す
る
。

　

一
方
、
住
宅
棟
は
旧
公
会
堂
が
あ
っ
た
位
置
に
建
設

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
四
月
に
着
工
し
、
現
在
、
躯
体
の

地
下
部
分
を
施
工
中
だ
が
、
三
九
階
建
て
で
制
振
構
造

を
採
用
す
る
。
都
内
で
も
き
わ
め
て
開
放
的
な
環
境
に

面
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
建
物
形
状
も
四
方
が
上
部

へ
行
く
に
従
っ
て
、
徐
々
に
迫
り
出
す
と
い
う
特
徴
あ

る
も
の
に
な
る
。「
構
造
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る

か
、 

㈱
日
本
設
計
の
担
当
チ
ー
ム
に
当
社
の
構
造
設
計

部
も
協
力
し
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
足
場
も

通
常
の
垂
直
に
上
が
る
方
式
と
は
異
な
り
、
開
い
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
、
住
宅
棟
の
施
工
チ
ー
ム
が
工
夫

し
て
い
ま
す
」。

　

三
棟
は
様
々
な
違
い
を
持
ち
な
が
ら
、
独
立
採
算
に

よ
っ
て
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
棟
ご
と
に
作
業
所
長

と
職
員
、
協
力
会
社
な
ど
に
よ
る
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ

て
お
り
、
各
所
長
と
全
体
の
調
整
を
図
る
の
が
統
括
所

長
と
し
て
の
大
き
な
役
割
だ
と
い
う
。
各
棟
の
工
事
長
、

主
任
の
各
々
の
階
層
で
は
よ
り
細
か
く
、
工
程
か
ら
車

の
出
入
り
ま
で
の
打
ち
合
わ
せ
も
行
い
な
が
ら
、
協
力

体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
。「
全
体
が
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
最
適
は
何
か
を
探
り
、

各
棟
の
チ
ー
ム
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
」。

現
場
で
も
巡
回
し
な
が
ら
、
気
軽
に
職
人
に
声
を
掛
け

て
い
く
。「
と
く
に
安
全
対
策
を
き
ち
ん
と
実
行
し
て

い
る
職
人
さ
ん
に
は
、『
い
い
ね
』
と
言
い
ま
す
し
、
不

安
全
な
行
動
に
対
し
て
は
注
意
を
促
し
ま
す
」。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
要
は
工
事
災
害
の
防
止
に
あ
る
と
花
岡
統

括
所
長
は
力
を
込
め
て
語
っ
た
。

床
の
下
部
で
は
地
下
か
ら
地
上
二
階
ま
で
躯
体
工
事
を

進
め
て
い
っ
た
。
免
震
層
の
上
下
で
同
時
進
行
し
た
分
、

工
期
が
短
縮
さ
れ
た
。「
た
だ
し
、
上
下
の
進
捗
状
況
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

上
部
が
先
行
し
過
ぎ
る
と
、
下
部
で
受
け
ら
れ
る
荷
重

を
超
え
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
」。

そ
の
た
め
に
綿
密
な
工
程
管
理
が
な
さ
れ
た
。

　

渋
谷
公
会
堂
は
一
九
六
四
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
重
量
挙
げ
競
技
会
場
と
し
て
建
設
さ
れ
、

区
庁
舎
も
同
時
に
建
て
ら
れ
た
。
選
手
村
、
代
々
木
競

技
場
な
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
も
隣
り
合
う
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
、
重
量
挙
げ
競
技
会
場
は
翌
年
改
修
し

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A

東急建設株式会社
首都圏建築支店　第二建築部
（仮称）渋谷区役所建替プロジェクト
新築工事　統括所長

花岡 宏
Hiroshi Hanaoka

このプロジェクトには、様々な
立場から、じつに多くの方々が

　また、当社は渋谷に本社を置いてい
ますので、社内からの目がとくに安全
面に注がれています。正直、プレッシ
ャーを感じますが、それはしっかりと
責任を果たせというエールをもらって
いるとも言えます。実は30年前にな
りますが、私も出席した東急グループ
の入社式は、渋谷公会堂で行われまし
た。その建物を建て替えることには、
やはり深い思い入れがありますね。

関わっています。すべての方々の協力
が求められる中で、お互いにコミュニ
ケーションをとり、情報を共有するこ
とがいかに大切かを感じています。事
業手法としても、建築物としても注目
されていますし、地域や関係者の方々
の期待も大きく、私たちにとって、た
いへんやりがいのある仕事です。

「
全
体
最
適
」を
求
め
て
調
整
し
、三
棟
が
協
力

帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
公
会
堂
へ


